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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

c
c

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

金賞「シーズン来たる」安達稜大さん

　

昨
年
嫁
い
だ
長
女
が
里
帰
り
し

た
。
ど
う
迎
え
た
ら
い
い
か
ド
キ
ド

キ
し
た
。「
お
帰
り
な
さ
い
」
で
は
、

お
か
し
い
。「
こ
ん
に
ち
は
」
で
は
、

父
親
と
し
て
軽
す
ぎ
る
。
思
い
悩
ん

だ
が
、
結
論
が
出
ず
、
当
日
を
迎
え

た
。
出
た
言
葉
は
、「
よ
ー
」
の
一
言

で
あ
っ
た
。
な
ん
と
味
気
な
い
再
会

か
…
。

　

娘
は
、
翌
日
早
々
「
ま
た
来
る
ね
」

と
言
い
残
し
、
爽
や
か
に
北
陸
富
山

に
帰
っ
て
行
っ
た
。
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
話
し
た
か
っ
た

が
、
言
葉
が
出
て

こ
な
か
っ
た
。
反

省
し
き
り
で
あ

る
。
親
子
と
は
、

こ
ん
な
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

小
平
市
長

市

長

の

ひ

と

こ

と

娘
の
里
帰
り

　

飼
い
主
は
動
物
の
本
能
や
習
性
な
ど
を

理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
飼
育
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

怯
犬
に
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う

　

犬
と
の
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、

必
ず
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
散

歩
や
遊
び
、
犬
へ
の
話
し
か
け
、
触
れ
合

い
な
ど
を
通
じ
て
、
飼
い
主
や
家
族
と
犬

の
間
に
信
頼
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
を
す
る
と
き
は
、
適
正
な
長
さ
の

リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
、
犬
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
ト
イ
レ
は
事
前
に
済
ま
せ
、
散
歩

中
に
ふ
ん
を
し
た
と
き
は
、
家
ま
で
持
ち

帰
る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
気
持

ち
良
く
犬
と
の
散
歩
が
で
き
る
よ
う
、
み

ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

怯
犬
は
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

生
後　

日
以
上
の
犬
は
、
法
律
に
よ
り

９１

生
涯
一
度
の
登
録
と
毎
年
一
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
時
に
交
付
さ
れ
る
犬
鑑

札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
後
に
交
付
さ
れ
る

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、
必
ず
犬
の
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
窓
口　

環
境
政
策
課
（
市
役
所
４

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所

登
録
手
数
料　

３
千
円

怯
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

　

猫
は
、
交
通
事
故
や
感
染
症
予
防
の
た

め
に
も
屋
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外

に
出
す
と
、
ふ
ん
な
ど
で
周
辺
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

怯
不
妊
・
去
勢
手
術

　
「
手
術
は
か
わ
い
そ
う
」と
思
う
人
も
い

ま
す
が
、
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
実
施

し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る

と
性
格
が
お
と
な
し
く
な
り
、
扱
い
や
す

く
な
る
ほ
か
、
生
殖
器
系
の
病
気
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

怯
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す

　

愛
護
動
物
の
遺
棄
や
虐
待
は
動
物
愛
護

管
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
を

飼
う
場
合
は
、
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
の
飼
育
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と

は
、
東
京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
多

摩
支
所
緯
０
４
２
（
５
８
１
）
７
４
３
５

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

怯
マ
ン
ホ
ー
ル
ツ
ア
ー

　

マ
ン
ホ
ー
ル
博
士
こ
と
石
井
英
俊
さ
ん

が
、
全
国
で
撮
影
し
た
魚
の
模
様
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
オ

リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
差
し
上

げ
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

２８

１１

か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

定　

員　

各　

人
程
度

３０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

怯
東
日
本
大
震
災
に
み
る
下
水
道
の
被
害

　

写
真
展

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
特
に
下
水
道
関
連
施
設
に
絞
り
、
そ

の
被
害
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
緊
迫
の

写
真
展
で
す
。

と　

き　

３
月
１
日
（
火
）
〜
４
月　

日
１０

（
日
）

協　

力　

日
本
下
水
道
協
会
、
日
本
水
道

新
聞
社
、
日
本
下
水
道
管
路
管
理
業
協

会
、
東
京
都
下
水
道
局

怯
学
習
講
座
（
ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業
）

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１９

１０

〜　

時　

分

１１

３０

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

内　

容　

ブ
ー
メ
ラ
ン
・
紙
飛
行
機
を
作

ろ
う
、
池
の
微
生
物
を
観
察
し
よ
う

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
問

１８

合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

怯
第
６
回
特
別
講
話
会　

絵
葉
書
と
新
聞

広
告
に
み
る
ト
イ
レ
の
今
昔

　
 
滑  
稽 
新
聞
が
発
行
し
た
絵
葉
書
や
新
聞

こ
っ 

け
い

広
告
に
見
る
ト
イ
レ
の
今
昔
を
紹
介
し
、

当
時
の
社
会
世
相
も
の
ぞ
き
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

２７

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　
　

人
２５

講　

師　

山
崎
達
生
さ
ん
（
日
本
下
水
文

化
研
究
会
）

申
込
み　

３
月　

日
（
土
）
ま
で
に
、
問

２６

合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

 
費　

用　

無
料
們
們
共　

通
們
們

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
緯　

（
３

０４２

２
６
）
７
４
１
１

 
怯
親
子
郷
土
学
習

　

ゆ
で
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
親
子
で
体
験

で
き
ま
す
。

と　

き　

３
月
５
日
（
土
）　

午
前　

時
１０

〜
正
午

費　

用　

１
組
３
百
円

対　

象　

小
学
生
の
親
子

定　

員　
　

組
１０

申
込
み　

午
前　

時
か
ら
、
問
合
せ
先
へ

１０

（
電
話
可
、
先
着
順
）

怯
ふ
る
さ
と
村
寄
席

と　

き　

３
月
６
日
（
日
）　

午
後
２
時

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

旧
神
山
家
住
宅
主
屋

費　

用　

無
料

定　

員　

約　

人
５０

出　

演　

春
風
亭
朝
也
、
柳
家
小
か
じ

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１２

　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し

び
、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

３月の
行事と催し

怯
和
楽
器
に
よ
る
春
の
演
奏
会

　

小
平
市
三
曲
協
会
と
小
平
第
六
中
学
校

箏
曲
部
に
よ
る
春
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１９

　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

 
問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

３
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・

１２

１３

　

日
（
日
・
祝
）・　

日
（
月
・
振
休
）・

２０

２１

　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

２６

２７

※
団
体
予
約
（　

人
〜　

人
で
日
曜
日
の

１０

３０

み
）
の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な

３０

り
ま
す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
問
合

１０

せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

們
們
共　

通
們
們

怯
春
に
聴
き
た
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ス
ク
リ

ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト
ー

ク
付
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
金
）　

正
午
開
演

１８

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

５
百
円
（
全
席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　

目　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
春
の

歌
」、
宮
城
道
雄
「
春
の
海
」、
青
森
県
民

謡
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」、
マ
ス
ネ
「
タ

イ
ス
の
瞑
想
曲
」
ほ
か

出　

演　

高
橋
和
歌
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

髙
橋
望
（
ピ
ア
ノ
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
と　

き　

４
月　

日
（
木
）　

午
後
６
時

１４

　

分
開
演

３０と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

Ｓ
席
完
売
、
Ａ
席
３
千
円
、
Ｂ

席
２
千
円
（
全
席
指
定
）

出　

演　

柳
家
権
太
楼
、
林
家
木
久
扇
、

柳
家
花
緑
、
林
家
た
い
平
、
古
今
亭
文
菊

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

四

月

に

笑

う

特
選
花
形
落
語
会

ル
ネ
こ
だ
い
ら

名

人

会

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 　
「
小
平
の
四
季
と
市
民
の
く
ら
し
」を
テ

ー
マ
に
募
集
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
に
先
駆
け
て
行
っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
結
果
も
併
せ
て
発
表
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
５
日
（
土
）
〜　

日
（
金
）

１１

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後

１０

１１

４
時
ま
で
）

※
３
月
５
日
（
土
）
の
午
前　

時
か
ら
、

１０

表
彰
式
と
講
評
会
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

第22回

ル
ネ
フ
ォ

ル
ネ
フ
ォ
トト

コ
ン
テ
ス

コ
ン
テ
ス
トト

作

品

作

品

展展

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

高橋和歌

柳家権太楼

春の演奏会

魚の模様のマンホール 2月・3月の催し

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館

犬
・
猫
と
の
楽
し
い
生

犬
・
猫
と
の
楽
し
い
生
活活

ル
ネ
こ
だ
い

ル
ネ
こ
だ
い
らら

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・コ
ン
サ
ー

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・コ
ン
サ
ー
トト

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑惑
魅
惑
のののののののののののののののののののののののののの

ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴ
ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン Vol.18

東経大・吉村選東経大・吉村選手手
箱根を疾箱根を疾走走
　市報こだいら１月２０日号の「市長のひとこと」でご紹介した、
東京経済大学の選手として初めて箱根駅伝に出場した吉村
匠選手（写真左から２番目）が、市長を表敬訪問しました。
　激走後、仲間に抱えられながらも「あー楽しかった」と
叫んだという吉村選手。「途中で限界を迎えていたのだろ
うけど、皆さんからの声援が力になった」と当日を振り返
ってくれました。

フォトフォトフォト
ニュースニュースニュース


